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① 南面外観
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行政ゾーン

背景

　岩手県気仙郡住田町は人口約五千人の山間の町である。総面
積の9割が森林であり、林業と木材加工業が主な産業である。

町は、2014年に木造の町役場を完成させて以降、既存の公共

建築を順次、現代的な木造建築に建て替えていく「木質の中心

市街地」構想を持っている。一方で、行政ゾーンに近接して、

江戸時代から栄えた街道筋の旧市街があり、そこに残された古

い町屋や蔵などは、まちづくりの重要な資源として期待されて

いる。2016年に行われた消防分署の設計プロポーザルでは、役

場に隣接する敷地に、現代性と伝統性を併せ持つ新しい木造建

築を構想することが求められた。 保険福祉
センター

生活改善
センター

森林組合

公民館

国道

旧市街住田分署



② 南西より行政ゾーンを俯瞰。気仙川の対岸は町家や蔵が残る旧市街



透明性／フレキシビリティ

　町はずれにあった消防分署を町の中心に移し、建て替えるに

当たって私たちは、極力透明性の高い建築にしたいと考えた。

町の人々が、消防隊員の日常的な活動を常に目にすることがで

き、いつでも気軽に訪ねることができる。そんな開かれた構え

の建物とすることが、地域の防災意識を高めるために有効であ

ると考えたからである。

　また、住田町に限らずこれからの地方都市の公共建築には、

将来的な用途変更の可能性や設備機器等の更新性を担保する十

分なフレキシビリティが必須である。



③ 南東側外観



④ 車庫前の庇下スペースから見る。町民が気軽に訪れる。



⑤ 東面外観



〈軸組基本構成〉 〈車庫部｢貫式フィーレンディールトラス｣〉
〈接合部(A)詳細〉

構造計画

私たちが提案したのは、柱と梁の接合部に貫（ぬき）構法を採

用した「貫式ラーメン構造」による木造積層建築である。太い

柱に、せいの大きな貫を貫通させ、込栓（こみせん）と楔（く

さび）で固定するこの工法は、接合部単体の強度は決して大き

くないものの、梁を多段にし建物全体で十分な数の接合部を確

保することで、金物を一切使用せずに木造ラーメンフレームを

成立させる。大量の木材を使用することで、初めて成立する構

造形式であり、その木材の量塊によるフレームがそのまま、建

築の姿となる。13mを超える大スパンの車庫の屋根は、梁を4

段とし、同様の納まりと部材寸法による「貫式フィーレンデー

ルトラス」で架構した。

2.73
M×5
＝1
3.65
M

車庫
スパ
ン

梁：105/120×360
柱：300×300
根太：105×360@910

床版：t36

1,820～5,460mm

A

込栓：カシ-Φ33mm×6

楔：ケヤキ×2

柱：スギ集成材
　　300×300mm

梁：カラマツ集成材
　　105 又は
　　120×360mm
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S=1/15　接合部基準詳細図

⑥ 柱, 梁接合部

⑦ 接合部の強度試験(東京大学佐藤淳研究室)



　近代以降の建築技術は、「より少ない材料で、より多

くの空間を得る」ことを至上命題とし、その技術や空間

の美学を発展させてきた。構成部材をできるだけ細く、

小さくすることで空間の透明性を得るという、多くの現

代建築に通底する志向もまた、その流れの中に位置づけ

られる。一方で現代木造建築は、そうした既存の建築と

は別種の美学を生み出す可能性を秘めている。この建築

では、木材という地域資源を、より大きな部材で、より

大量に使うことで、｢過剰さ｣と｢透明性｣を併せ持つ新た

な空間の質を獲得することを目指した。

⑪

⑧ ⑨ ⑩



⑫ 車庫の屋根架構
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町営住宅

1. 操法競技レーン
2. 土嚢置場
3. 防火水槽（40t）
4. 縁台
5. 木質バイオマス熱源機

野球場の駐車場に面し
て広場と木製の縁台を
設け町民の休憩スペー
スとした。

配置計画
　消防分署の主な機能を納めた分署棟は、コンパクトな2階
建ての建物とし、東側に最大限の｢訓練広場｣を確保した。そし
てこの訓練広場と、町役場前の既存の町民広場を、役場と消防
分署の二つの建築でそれぞれ囲む市松状の配置とした 。
　一つの広場を、庇を大きく跳ね出した複数の木造建築で囲む
ことで、低密度な中心市街地に、人々の居場所となる公共空間
を形成していく。これは私たちが、今後の中心市街地整備にお
けるガイドラインとして、プロポーザルにおいて提案したこと
である。
　消防分署は、分署棟、訓練塔、資機材庫の3つの建物からな
る。これら3つを結ぶランニングトラックは、日常的には隊員
のトレーニングの場として、災害時には出動動線として使用さ
れる。
　

訓練広場は、消防の競
技会、町民向け防災イ
ベント、緊急車両の受
け入れや物資のストッ
クなど、日常時、災害
時を通じて多様とに利
用される。

町営野球場

▽1

▽1

2

資機材庫 地域住民の通り抜け動線

訓練棟

3

訓練広場

分署棟

休憩
広場

4

5

住田町役場町民広場

△庇ライン

庇ライン▽



⑬ 南東から俯瞰する。ランニングトラックが３つの建築を結びつける



⑭ 町役場前の町民広場から消防分署を見る



⑮ 車庫内部から町役場と町民広場を見る
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平面計画
　1、2階とも、車庫を中心にプランニングを行った。1階には
出動・整備に関連する諸室と、仮眠室・水廻りを配置した。 
　居住性の高い2階に、隊員が日中使用する事務室や待機室、
さらには一般向けセミナー等も行う会議室を配置した 。災害
時には2階の諸室が連動し災害対策本部として機能する 。 
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1. エントランスピロティ
2. 風除室
3. 情報ギャラリー
4. 車庫
5. 出動準備室
6. 乾燥室
7. 滅菌消毒室
8. 救急資材庫
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9. 倉庫
10. 仮眠室
11. 洗面室
12. 脱衣室
13. 休憩室
14. 便所
15. EPS
16. 事務室

17. 放送室
18. 団本部室
19. 待機室・食堂
20. 和室
21. インナーテラス
22. 会議室
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矩計図 S=1/90

断面計画
　建物中央に設けた吹き抜けの車庫に面して、隊員の居場所とな
る居室を配置した。日常時、緊急時ともに建物内における隊員相
互のコミュニケーションが取りやすい空間構成である 。車庫内に
取り込まれた自然光は床で反射して周囲の居室に供給される 。平
面的に外気に面さない待機室・団本部室は自然採光・通風を確保
するため屋根を持ち上げ、その上を町を見渡せる物見櫓とした。



⑯ 1階 エントランスホール兼情報ギャラリー



⑱ 2階 待機室⑰ 階段。段板はCLT t150mm



⑲ 2階 事務室／左手に訓練広場、正面に前面道路、右手に車庫の三方を一望できる



地域資源がつくる空間と風景

　このプロジェクトの大きな成果は、木材という地域資源を最

大限に活用し、地域の人々が皆で共有できる新しい公共空間と

新しい風景が生まれたことである。

　地域資源でできた建築が、それを育んだその地域固有の風景

と一体化し、新しい風景として定着したときに、その建築はこ

れから先の長い時間の流れに耐え、変わらず立ち続けることが

できるのではないか。



⑳ 田園と山並の中に生まれた｢木質の都市空間｣



㉑ 子どもたちは役場と消防分署の間を通って小学校へ通学する



㉒ 車庫から町役場と周囲の山並を望む



㉓ 夜間は地域を見守る行灯となる



建築主　住田町
用途　　消防署
設計・施工
　設計：統括・意匠：SALHAUS
　　　　構造：佐藤淳構造設計事務所
　　　　設備：設備計画
　　　　外構：スタジオゲンクマガイ
　　　　造成：ランズ計画研究所
　　　　照明：岡安泉照明設計事務所
　　　　サイン：氏デザイン
　　　　積算：ACE積算
　施工：佐武建設・住田住宅産業・山崎工業特定共同企業体
規模
　敷地面積：4957.57㎡
　建築面積：732.82㎡
　　　　　　分署棟：639.26㎡, 訓練塔：33.57㎡, 資機材庫：60㎡
　延床面積：1029.74m2
　　　　　　分署棟：924.64㎡, 訓練塔：55.10㎡, 資機材庫：50㎡
　構　　造：分署棟：木造
　　　　　　訓練塔：鉄筋コンクリート組積造
　　　　　　資機材庫：鉄筋コンクリート組積造  一部 木造
敷地条件
　地域地区：都市計画区域外 , 22条地域
　道路幅員：南9m
　駐車台数：50台
設備
　空　　調：空調/木質バイオマス熱源機冷暖房 ,  電気式冷暖房
　衛　　生：給水/直結給水方式　給湯/ガス給湯器, 電気温水器
　　　　　排水/合流式排水方式
　電　　気：受電/低圧受電方式　予備電源/太陽光, 非常用発電機
　防　　災：消火/スプリンクラー, 消火器　排煙/自然排煙
工程
　設計期間：2016年9月～2017年3月
　施工期間：2017年6月～2018年3月
工事費
　総工費：486,556,200 円（税込）　※造成工事費を含む
その他
　耐震性の分類 ：重要度係数Ⅰ類（1.50）
　木 躯 体 数 量  ：柱梁等：176.88m3   CLT：46.09m3
　木 躯 体 概 要  ：柱/杉, 住田町産材, 町内加工(一部県外)
　　　　　　 　　  梁/カラマツ, 住田町産材(一部県外) ,
　　　　　　　 　  町内加工(一部県外), CLT/杉, 国産材, 県外加工

写真
①, ⑫, ⑮, ㉒, ㉓
　藤塚 光政
②, ③, ④, ⑤, ⑬, ⑭, ⑯, ⑰, ⑱, ⑲, ⑳, ㉑
　吉田 誠
⑥, ⑦, ⑧, ⑨, ⑩, ⑪
　SALHAUS


